
医学域会議議事要録 

 

日 時   令和6年4月17日（水）17時7分～18時5分 

場 所   Web会議 

出席者  教員 36 名   
 

議事に先立ち、前回（3月 13日）の議事要録について、承認された。 
 

１．報告事項 

（１）新学科にかかる定年退職後の継続雇用の特例について（回答） 

 資料 1-1に基づき説明があり、当該教員の定年後から２年間管理運営業務及び学生指導業務 

に従事することが認められたが、人件費について、定年前と同様にポイントを充当する要望に 

対して認められない旨回答があったことの報告があった。 

 

（２）セクシュアルハラスメントを含む性暴力等及びハラスメントの防止に向けた履歴書様式等 

の一部変更について  

資料 1-2に基づき説明があり、大学指定の履歴書様式の賞罰欄に処分歴等が追加された旨の 

報告があり、事前に先生方からも選考の際にご確認いただくよう周知があった。 

 

（３）日本学術振興会「研究環境向上のための若手研究者雇用支援事業」による PD 等の雇用 

について  

資料 1-3に基づき説明があり、令和 6年度までは時限的措置として PDからの希望により雇用 

可能となっており、今回 2名の PDから特命助教（PD）として雇用希望があった旨報告があった。 

 

（４）その他 

特になし 

 

２.審議事項 

（１）教員の配置について  

  ①産官学連携本部からの配置要望 

資料 2-1-1に基づき説明があり、審議の結果、原案のとおり承認された。 

 ②未来医工学研究開発センターからの配置要望  

資料 2-1-2に基づき説明があり、審議の結果、原案のとおり承認された。 

③バリュースクールからの配置要望 

資料 2-1-3に基づき説明があり、審議の結果、原案のとおり承認された。 

 ④DX・情報統括本部からの配置要望 

   資料 2-1-4に基づき説明があり、審議の結果、原案のとおり承認された。 

⑤大学教育推進機構みらい開拓人材育成センターからの配置要望 

資料 2-1-5に基づき説明があり、審議の結果、原案のとおり承認された。 

 

（２）医学部附属病院総合臨床教育センター特定助教候補者選考委員会報告について 

資料 2-2に基づき説明があり、審議の結果、原案のとおり承認された。 

 

（３）医学研究科・附属病院教員の人事異動について（投票・有）   

  資料 2-3に基づき、医科学専攻の案件１及び２について説明があり、投票の結果、承認され 

た。続いて、案件３から１６の助教の採用及び任期更新について、審議の結果、一括承認され 

た。 

 



 

（４）特命教員の人事異動について（投票・無）   

   資料 2-4に基づき説明があり、審議の結果、一括承認された。 

 

（５）医学研究科・附属病院教員の再任審査について（投票・無） 

資料 2-5に基づき、特命助教の再任審査について説明があり、審議の結果、原案のとおり 

承認された。 

 

（６）未来医工学研究開発センター機器開発推進部門特命教授候補者の選考について（継続）   

資料 2-6に基づき、未来医工学研究開発センター機器開発推進部門特命教授候補者の選考 

（継続）について説明があり、審議の結果、候補者１名を未来医工学研究開発センター機器開発 

推進部門の特命教授候補者として承認された。 

 

（７）地域社会医学・健康科学講座地域医療ネットワーク学分野特命教授候補者の選考について

（継続）  

  資料 2-7に基づき、地域社会医学・健康科学講座地域医療ネットワーク学分野特命教授候補 

者の選考（継続）について説明があり、審議の結果、候補者１名を地域社会医学・健康科学講 

座地域医療ネットワーク学分野の特命教授候補者として承認された。 

 

（８）医療創成工学専攻 医療機器学講座 精密診断治療機器学分野教授候補者の選考について 

（継続） 

  資料 2-8に基づき、医療創成工学専攻 医療機器学講座 精密診断治療機器学分野教授候補者 

（継続）について説明があり、審議の結果、候補者１名を医療創成工学専攻医療機器学講座精密 

診断治療機器学分野の教授候補者として承認された。 

 

（９）外科系講座災害・救急医学分野災害・救急医学部門の特命教授候補者選考について 

                                    （継続・投票）  

  外科系講座災害・救急医学分野災害・救急医学部門の特命教授候補者の選考（継続）につい 

て、選考委員会委員による面接を実施した内容を踏まえた説明があり、特命教授候補者 1名に 

ついて、投票の結果、過半数の信任が得られたので、特命教授候補者として承認された。 

 

 

３.その他 

特になし 

 


